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(明治大学学芸員養成課程 主任教授)
明治大学学芸員養成課程 は1956(昭和31)年、故後藤守一、故杉原荘介両先生
の尽力により、立教大学についで國學院大学等 と同時に設置された もので、現在、
全国167の大学に開設 されている学芸員養成課程 としては、最 もその開設の早いも
ののひとつである。講座開設の翌年3月 、最初の12名の資格取得者を送 りだ して
以来、既 に資格取得者は3,000名を超え、本年3月 には40期目の資格取得者 を世 に
送 り出す ことになる。そ して、昨年行った卒業生の動向調査の結果では、500名以
上の方々が、博物館や県市史編纂事業あるいは教育委員会の文化財担当者 として
活躍 されていることがわかっている。
ことさらにこの事実を誇 るつ もりではないが、現在 の日本の博物館、そして将
来の日本の博物館 を考 えるとき、この事実は無視す ることはで きない といえよう。
そこで、講座開設40周年 をひとつの節 目と考え、全国各地の博物館や教育委員会
などで活躍 されている諸氏が、日頃お考えになっている博物館 に関する問題点や
それぞれの想い描 く博物館の将来像 といった ものを数多 くの方か らお寄せいただ
き、いわば誌上シ ンポジウムとで もい った特集 を組んでみたいと考 えた次第であ
る。幸いにも、主旨に賛同を得 られ、20数名の方から原稿 をお寄せいただ くこと
がで き、この特集を上梓することがで きた。誠に感謝にたえない。
近年、博物館問題では、学術会議 を始め、関連各学会などの、かなり積極的な
発言が見 られ、 ようや く改革 に向けての動きが本格化 しつつあるように思われる。
大いに歓迎すべ き事態 となってきたともいえるが、 しか しながら、そこにみられ
る論議の中には、博物館 とい うものをどう捉 え、その専門職員 としての学芸員を
どう位置づけるのか とい う点で、必ず しも今 日のわが国の博物館 とい うものをよ
く理解 している発言 とは思 えない もの もある。現在、博物館 と学芸員がどの様 に
法的に規定 され、どのようなもの として位置づけられているのか とい う問題 を無
視 して、諸外国の事例 を引いた り、自らのある理想を述べ立てた ところで、ほ と
んど問題は解決 しないであろう。
この問題は、実は博物館学その ものの問題 として、深刻 に受け止める必要のあ
る課題なのである。博物館が依 って立つところの博物館学そのものが確固 として
いないが故に、博物館 というもの、その専門職員である学芸員 というものが、明
確に認識 されていないということになるのである。多 くの方からお寄せいただい
たご意見は、私 たち学芸員 を養成する立場にあるものにとって、実 に大 きな宿題
を投げかけるもので もあったことを銘記 したい。
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